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開催趣意 

我々理学療法士は、臨床において糖尿病を合併した患者を担当する機会が多くなってい

ます。本学術集会では、糖尿病合併の対象者に焦点を当て糖尿病のチーム医療において、

理学療法士が運動の専門家としての「糖尿病理学療法」の可能性を探ることを主なテーマ

とします。 

テーマは「この症例 あなたならどうする？―多職種寄れば文殊の知恵―」とし、 

第 3回となる本学術集会では，第 1回，2回をさらに進化させるべく「より深い症例報告と

議論」を目指したプログラムを企画します。また，「文殊の知恵」と表現したように議論の

深化のためには，多職種での検討が必要不可欠です．これらも議論に反映できるようアド

バイザーとして看護師、薬剤師、管理栄養士の各職種の専門家を招聘し、1症例を十分に議

論できるよう各 2時間のグループワークを行います。糖尿病理学療法は機能回復を主眼に

置いた運動療法だけでなく他職種が理学療法士に求めていること、理学療法士が糖尿病の

チーム医療において実際に行っていることなどを議論し糖尿病理学療法をさらに深める企

画とします。 

 

 

第３回日本糖尿病理学療法学会症例報告学術集会 

学術集会長 石黒友康 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


